
主 要 事 業 の 進 捗 状 況 等 に つ い て

１ 原油・原材料高騰対策について

２ STATION Ai プロジェクトの推進について 

３ 次世代産業振興対策・立地環境の整備について

４ 中小・小規模企業の企業力強化について

経 済 産 業 局
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項 目 １ 原油・原材料高騰対策について 局  名 経 済 産 業 局

(１) 県制度融資における金融支援の実施 

・経済環境適応資金・サポート資金【経済対策特別】に、「原油・原材料高騰緊急対応枠」を設け、借入れに係る信用保

証料の補助を実施 

 【補助対象融資実績：＜2021.12.17 保証承諾分～2022.3.31 保証申込受付分＞ 

1,357 件 280 億 6,712 万円 

            ＜2022.6.16 保証承諾分～2022.9.30 保証申込受付分（6 月末現在）＞ 

227 件   39 億 7,524 万円 

(２) 市町村が商店街の活性化に向けて実施するプレミアム商品券発行事業に対する支援 

・げんき商店街推進事業費補助金による助成  

【申請受付状況（7/15 現在）：34 市町村 

 補助上限額：政令指定都市 8,000 万円 中核市 2,800 万円 その他市町村 1,400 万円 補助率：1/2 以内】 

(３) 貨物自動車運送事業者の燃料費への支援 

・燃油価格高騰の影響を受け厳しい状況にある県内の貨物自動車運送事業者に対し、負担軽減のための支援金を交付 

【支援内容：＜緑ナンバーの貨物自動車＞普通車１台あたり 16,000 円、小型車 5,000 円、特種車 21,000 円 

＜黒ナンバーの貨物自動車＞軽自動車１台あたり 5,000 円】 

(４) 相談・支援体制 

・中小・小規模企業総合相談窓口における相談（原油・原材料価格高騰関係を含む） 

【相談件数(4/1～6/30 までの実績)：25,788 件】 

・(公財)あいち産業振興機構における、専門家による経営上の課題等に関する経営・技術相談（原油・原材料価格高騰関係を含む）

【申込件数(4/1～6/30 までの実績)：50 社（391 件）】 

・公設試験研究機関における、省エネルギー・再生可能エネルギー等に関する技術相談 

【相談件数(4/1～6/30 までの実績)：183 件】 
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項 目 ２ STATION Ai プロジェクトの推進について 局  名 経 済 産 業 局

(１) PFI による STATION Ai の整備 

・設計完了後の 2022 年秋、建設工事に着手 

・2024 年 10 月の開業に向けて、県と STATION Ai㈱との連携の下、PRE-STATION Ai

を活用し、戦略的かつ計画的に開業準備業務（利用料金制度案の作成業務、広報・

宣伝業務、誘致業務 等）を実施 

(２) 産業偉人展示施設の整備に関する調査等の実施 

・「STATION Ai」内に県ゆかりの創業者等、産業偉人を展示する施設を整備するため、 

展示候補者や展示内容等の調査及び基本設計を実施 

(３) PRE-STATION Ai の運営 

・「STATION Ai」の開業に先駆けて、WeWork グローバルゲート名古屋内に設置した「PRE-STATION Ai」を 2022 年 4 月

から STATION Ai㈱が運営し、スタートアップに活動拠点を提供するとともに、統括マネージャー等を配置し、スター

トアップの総合支援を展開 

【PRE-STATION Ai メンバー数 (7 月末現在)：93 社】 

(４) STATION Ai Central Japan 1 号ファンドへの出資 

・STATION Ai㈱等が設立したファンドへの出資により、スタートアップの資金調達環境の充実を図り、国内外の有力なスター

トアップの当地域への誘引及び投資先スタートアップの事業成長支援を強力に推進 

(５) 海外連携の推進

ア 世界最高水準のアクセラレータープログラムの展開 

・世界トップレベルのアクセラレーターである「500 Global」による県内スタートアップの成長支援及び海外スター

トアップと県内企業の協業を促進するプログラムの実施 

（完成予想図）
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イ 海外スタートアップ支援機関・大学との連携事業の実施 

・アメリカ（テキサス大学オースティン校）、シンガポール（シンガポール国立大学）、フランス（STATION F、INSEAD、

Paris＆Co 等）、中国（清華大学（TUS ホールディングス）等）、イスラエル（イスラエルイノベーション庁、Start-Up Nation 

Central）との連携 

(６) スタートアップへの支援 

・小中高生を対象とした起業家講演、ワークショップ、ピッチ等の起業家精神育成プログラムの実施 

・首都圏等のスタートアップと県内企業のマッチング支援 

・起業支援金の支給・伴走支援 

 【採択予定件数 20 件、補助上限額 200 万円（東京 23 区等からの移住者には別に移住支援金：最大 100 万円）】 

・ベンチャーキャピタル(VC)とのネットワーク構築【パートナーVC 認定数：15 社】 

(７) STATION Ai パートナー拠点の設立促進 

ア 統括マネージャーの配置 

・東三河地域において、地域の自主的なスタートアップ支援の取組を STATION Ai パートナー拠点として位置づけ、統括マ

ネージャーを配置して支援 

・東三河以外の県内各地域でも拠点設立を促進するため、地域を巡回する統括マネージャーを配置 

イ スタートアップを活用した健康長寿分野の新たなビジネスモデル創出への支援 

・国立長寿医療研究センターを中核として立ち上げたワーキンググループ（長寿研・スタートアップ等で構成）にお

いて産学官連携による新たなビジネスモデルの創出を支援 

(８) 革新事業創造戦略の策定と推進 

・革新事業創造戦略を策定するとともに、地域の産学官金によるイノベーション創出に向けたアイデアを提案・共有するプ

ラットフォームを形成し、優れた提案の具体化を進めることで、イノベーション創出を強力に推進 
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項 目 ３ 次世代産業振興対策・立地環境の整備について 局  名 経 済 産 業 局

(１) 次世代自動車分野  

ア 自動運転実証実験の推進 

ショーケースとなる中部国際空港島（常滑市）及びその周辺地域（常滑市）、集客施設である愛・地球博記念公園

（長久手市）、都心の名駅南～栄南地区（名古屋市）の３つの地域において、社会実装を目指し、具体的なビジネス

モデルを構築するための実証実験を実施する。 

イ 水素ステーションの整備促進 

燃料電池自動車(ＦＣＶ)の普及のため、水素ステーションの整備や運営に対して助成する。 

【水素ステーションの整備状況（6 月末現在）：38 か所（整備中を含む）】 

(２) 航空宇宙分野  

県、名古屋市や地域の行政、支援機関、業界団体及び大学で構成する「あいち・なごやエアロスペースコンソーシ

アム」を中核に、地域一体となって、航空機需要の回復後を見据えた航空機サプライヤー企業の販路開拓、人材育成

等を総合的に支援するとともに、需要低迷期対策として、他産業からの受注獲得に向けた支援等を実施する。 

【あいち・なごやエアロスペースコンソーシアム：県、名古屋市、 (一社 )中部航空宇宙産業技術センター、 (公財 )あいち産業振興機構、名古屋大学 等】

(３) ロボット分野 

ア ロボットの活用及び社会実装の促進 

・介護・リハビリ支援ロボットの相談窓口を設置し、コーディネーターにより助言を行うとともに、開発側のシー

ズと利用側のニーズのマッチングを支援

・無人飛行ロボットを活用し、防災・災害対応をテーマとした実証実験を通じて、ビジネスモデルを創出

・県内の様々な施設において、ロボット導入に知見のある専門家監修の下、現場の用途に即したサービスロボット

の実証実験を実施

イ 高校生ロボットシステムインテグレーション競技会の開催 

「ロボカップアジアパシフィック 2021 あいち」及び「ワールドロボットサミット 2020」の成果を継承し、モノづ

くり現場の自動化を担うロボット SIer の人材創出を目的とする高校生を対象とした競技会を開催する。 

(４) デジタル分野 

    中部国際空港島及び周辺地域において、2030 年に導入が見込まれる近未来の事業・サービスを、2025 年目途に実装すること

を目指す「あいちデジタルアイランドプロジェクト」において、５Ｇ等デジタル技術を活用した事業・サービスの実証・実装を

支援する。 
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(５) 「知の拠点あいち」づくり 

ア 重点研究プロジェクト（Ⅳ期：2022～2024 年度）の実施 

県内の主要産業が有する課題を解決するため、大学等の研究シーズを活用し、産学行政が連携して新技術の開発

や実用化を図るための研究開発プロジェクトを実施する。

〔実施プロジェクト〕

①  プロジェクト Core Industry  ９テーマ 

②  プロジェクト DX             ９テーマ 

③  プロジェクト SDGs           ９テーマ 

〔参画機関(7 月末時点)〕：83 社（うち中小企業 57 社）、15 大学、7 研究開発機関等 

イ 「あいちシンクロトロン光センター」の活用促進 

ナノレベルの構造解析、元素分析などが可能な「あいちシンクロトロン光センター」（整備運営主体：（公財）科学

技術交流財団）の円滑な施設運営及び機能強化を支援するほか、利用者講習会等を実施し、利用拡大を図る。 

【6 月末までの利用実績：268 件】 

(６) 産業空洞化対策（産業空洞化対策減税基金事業） 

ア 企業立地・設備投資の支援 

・高度先端分野における大規模な投資案件等に対して助成

・長年にわたり地域の経済・雇用の基盤を支える企業の流出を防止するため、市町村との連携のもと、企業の再投

資を支援

・サプライチェーンの中核をなす分野や成長分野における企業の投資案件等に対して助成

・県外から新たに進出し、オフィスを設置するソフト系ＩＴ企業に対して賃料等の経費の一部を助成

イ 研究開発・実証実験の支援 

次世代自動車や航空宇宙など、今後の成長が見込まれる分野等において、企業等が行う研究開発や実証実験に対

して助成する。 

【採択：66 件、補助予定額 7 億 6,000 万円（うち中小企業 52 件、補助予定額 約 5 億 8,745 万円）】 
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項 目 ４ 中小・小規模企業の企業力強化について 局  名 経 済 産 業 局

(１) デジタル技術の活用促進 

デジタル技術の導入・利活用に向けた専門家による相談対応や経営者に対する普及啓発、デジタル技術を活用した業務の

効率化や新たなビジネスモデル創出の支援を実施し、それらの成果を横展開し、中小企業のデジタル化を後押しする。

・デジタル技術活用相談窓口【相談実績（7/15 現在）：28 件】 

・デジタル技術導入補助金【補助額：30 万円以上 100 万円以下 補助率：中小企業 1/2 以内、小規模企業 2/3 以内】 

 (２) 経営・金融支援 

ア 県制度融資による金融支援 〈 融資枠 4,289 億円 〉

県からの資金の拠出と信用保証協会の信用保証の利用により、長期・低金利・固定金利での資金調達を可能とする

制度融資を実施する。【融資実績(6 月末現在)：462 億 1,961 万円】 

イ 新サービス・新製品の開発及び販路拡大支援

中小企業等が取り組むポストコロナ社会の具体化に向けた新サービス・製品の開発及び販路拡大を支援 

【補助額：75 万円以上 500 万円以下 補助率：3/4 以内】 

ウ 商工会・商工会議所へのキッチンカー導入に対する支援

商工会等が地域の特産品等を活用した商品の販路開拓のためのｷｯﾁﾝｶｰを導入する事業に対する補助【補助額：50 万円】 

(３) 地場産業の活性化 

ア 地場産業若者人材確保支援 

繊維・窯業産地の中小企業に対して専門家を派遣するとともに、当該企業で働く魅力を発信するツールを作成し、

若者人材の確保を支援【専門家派遣：５社（予定）】 

イ 繊維・窯業産地企業の海外販路開拓支援 

繊維・窯業産地企業と海外ﾊﾞｲﾔｰとの商談会を実施【商談会開催：繊維産地 1 回、窯業産地 ｵﾝﾗｲﾝによる随時開催】 

ウ 伝統的工芸品産地企業の販路開拓支援 

海外バイヤーとのオンライン商談会を開催するとともに、伝統的工芸品の産地の担い手企業等に対してマーケ

ティングの専門家を派遣し、新商品開発、販路開拓を支援【オンライン商談会：１回、専門家派遣：３社】 

(４) 商店街の活動支援 

・げんき商店街推進事業費補助金による助成 【申請受付状況(7/15 現在)：20 市町】※ﾌﾟﾚﾐｱﾑ商品券発行事業を除く 

・商業振興事業費補助金による助成 【申請受付状況(6/30 現在)：129 事業】 


